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▼
１
９
８
３
年
、
シ
カ
ゴ
郊
外
に
自
動
車
電
話
の
工

場
が
出
来
た
。
今
で
は
誰
も
が
使
っ
て
い
る
ス
マ
ホ

の
源
流
と
も
云
う
べ
き
無
線
電
話
だ
。
こ
の
年
に
米

国
で
新
し
く
始
ま
る
サ
ー
ビ
ス
に
合
わ
せ
て
、
こ
の

工
場
で
生
産
を
開
始
し
て
い
た
。
オ
ー
デ
ィ
オ
を
離

れ
て
、
そ
こ
が
新
し
い
仕
事
場
な
の
だ
。
子
供
た
ち

の
学
校
の
区
切
り
ま
で
、
暫
く
家
族
は
NJ
に
残
っ

た
。
そ
の
間
は
工
場
近
く
の
安
ホ
テ
ル
で
過
ご
し
た
。 

 

こ
の
画
期
的
な
新
規
無
線
電
話
事
業
へ
は
、
通
信

機
器
の
大
手
、
米
国
の
Ｍ
社
を
始
め
、
日
本
の
電
々

御
三
家
の
Ｎ
・
Ｆ
・
Ｏ
社
に
伍
し
て
、
我
が
Ｐ
社
も

端
末
市
場
へ
の
参
入
を
目
指
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
米

国
Ｍ
社
の
訴
え
を
聞
き
入
れ
た
商
務
省
が
日
本
か

ら
の
完
成
品
に
ダ
ン
ピ
ン
グ
課
税
を
掛
け
た
。
そ
れ

を
避
け
る
た
め
に
日
本
の
各
社
は
米
国
で
の
生
産

に
踏
み
切
っ
た
。 

 

一
方
、
通
信
サ
ー
ビ
ス
事
業
は
、
電
話
会
社
の
帯

域
電
波
の
独
占
を
防
ぐ
た
め
に
、
米
国
電
波
局
は
全

米
の
都
市
毎
に
入
札
で
２
業
者
へ
使
用
周
波
数
帯

域
を
売
却
し
、
そ
の
売
り
上
げ
は
国
庫
に
納
め
た
。

実
用
開
始
は
シ
カ
ゴ
が
最
初
で
、
私
の
赴
任
時
は
正

に
サ
ー
ビ
ス
が
開
始
さ
れ
る
直
前
だ
っ
た
。 

車
の
ト
ラ
ン
ク
に
土
方
弁
当
よ
り
大
き
な
無
線

機
を
取
付
け
、
屋
根
の
ア
ン
テ
ナ
と
運
転
席
の
受
話

器
を
配
線
し
て
、
実
地
テ
ス
ト
を
何
度
も
行
っ
た
。

日
本
か
ら
の
技
術
者
や
工
場
の
仲
間
た
ち
か
ら
丁

寧
に
そ
の
仕
組
み
な
ど
を
教
え
て
貰
っ
た
。 

 

貨
物
の
引
込
み
線
の
横
に
あ
る
古
倉
庫
を
借
り

て
の
貧
相
な
工
場
建
物
だ
が
、
内
部
の
生
産
ラ
イ
ン

は
最
新
の
機
器
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。 

▼
家
族
が
移
っ
て
き
た
１
９
８
４
年
に
シ
ガ
ゴ
へ

引
越
し
た
際
は
、
NJ
の
家
を
売
却
し
て
、
シ
カ
ゴ
市

郊
外
に
家
を
買
っ
た
。 

こ
の
時
の
売
買
で
は
、
NJ
で
家
を
売
っ
た
小
切

手
を
手
に
、
空
路
シ
カ
ゴ
の
不
動
産
屋
に
飛
ん
で
、

同
じ
日
に
家
の
購
入
契
約
を
し
た
。
こ
れ
は
「
か
な

り
の
離
れ
業
」
と
関
係
者
に
は
云
わ
れ
た
。 

購
入
し
た
家
は
一
見
平
屋
風
だ
が
、
中
二
階
建
て

で
、
半
地
下
部
屋
も
あ
る
レ
ン
ガ
造
り
。
値
段
は
同

等
で
も
家
の
グ
レ
ー
ド
は
ＮＪ
よ
り
高
い
。
250
坪
ほ

ど
の
敷
地
が
あ
り
、
庭
に
は
芝
が
敷
き
詰
め
ら
れ
、

２
本
の
立
派
な
姫
り
ん
ご
の
木
が
あ
り
、
春
に
は
綺

麗
な
花
を
つ
け
た
。
塀
は
無
い
町
な
の
で
、
夏
の
芝

刈
り
は
必
須
で
、
タ
ン
ポ
ポ
な

ど
が
咲
く
と
、「
景
観
を
壊
す
」

と
近
所
か
ら
ク
レ
ー
ム
が
付

け
ら
れ
る
。 

全
日
制
の
小
中
学
の
日
本

人
学
校
が
近
く
に
あ
り
、
息
子

二
人
は
中
学
ま
で
そ
こ
で
過

ご
し
、
卒
業
後
は
、
帰
国
し
、

全
寮
制
の
高
校
に
入
学
し
た
。 

▼
内
陸
の
平
地
シ
カ
ゴ
の
冬

は
ミ
シ
ガ
ン
湖
か
ら
風
が
強

い
。「
風
の
街
」
と
も
呼
ば
れ
、
雪
は
そ
れ
ほ
ど
積

ら
な
い
が
、
寒
さ
は
NJ
よ
り
ず
っ
と
厳
し
い
。
摂
氏

マ
イ
ナ
ス
10
度
以
下
の
日
が
続
く
中
、
あ
る
冬
に

マ
イ
ナ
ス
30
度
を
体
験
し
た
。
家
族
は
半
地
下
の

部
屋
に
集
ま
り
、
床
暖
房
を
背
中
に
当
て
て
夜
を
過

ご
し
た
。
車
か
ら
バ
ッ
テ
リ
ー
を
外
し
、
毛
布
を
巻

い
て
屋
内
に
置
い
て
凍
結
を
防
い
だ
。 

夏
は
暑
い
が
湿
度
は
少
な
く
、
日
本
よ
り
は
過
ご

し
易
い
。
極
寒
の
冬
か
ら
暑
い
夏
へ
移
る
短
い
春
は

一
斉
の
芽
吹
き
や
、
花
が
咲
く
美
し
い
季
節
で
あ
る
。

そ
し
て
、
秋
も
同
様
に
短
か
い
が
、
郊
外
で
は
彩
る

冬のシカゴ郊外の自宅 



木
々
や
リ
ン
ゴ
狩
り
な
ど
を
楽
し
め
た
。 

▼
シ
カ
ゴ
郊
外
へ
車
で
一
時
間
も
走
れ
ば
、
米
国
の

穀
倉
地
帯
が
続
く
。
小
麦
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
畑
が

遥
か
地
平
線
に
ま
で
広
が
る
。
そ
ん
な
畑
の
中
に
ポ

ツ
ン
と
一
軒
の
農
家
が
見
え
る
事
が
あ
る
。
万
一
に

備
え
て
、
ど
の
家
も
自
衛
の
銃
を
置
い
て
い
る
と
云

う
。 

▼
シ
カ
ゴ
産
業
科
学
博
物
館
は
ユ
ニ
ー
ク
だ
。
古
い

機
関
車
や
車
、
ド
イ
ツ
の
潜
水
艦
U2
、
ア
ポ
ロ
８
号

な
ど
子
供
も
楽
し
め
る

物
が
多
い
が
、
中
で
も

「
胎
児
の
成
長
」
の
展

示
は
受
精
し
て
５
日
目

か
ら

３７

週
ま
で
の
ア

ル
コ
ー
ル
漬
の
胎
児

が
、
順
を
追
っ
て
展
示

さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ

も
、
事
故
な
ど
で
亡
く

な
っ
た
胎
児
だ
と
説
明

が
あ
る
。
受
精
し
て
５
日
目
の
胎
児
は
本
当
に
数
ミ

リ
の
小
さ
な
細
胞
の
塊
な
の
だ
が
、
３７
週
と
な
る

と
本
物
の
赤
ち
ゃ
ん
そ
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
途
中

の
成
長
の
過
程
が
よ
く
分
か
る
が
、
実
に
生
々
し
い
。

同
じ
コ
ー
ナ
ー
に
は
縦
と
横
に
ス
ラ
イ
ス
さ
れ
た

死
刑
囚
の
人
体
の
展
示
も
あ
っ
た
。 

▼
娯
楽
面
で
は
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
は
あ
の
マ
イ
ケ
ル
ジ

ョ
ー
ダ
ン
の
ブ
ル
ス
、
野
球
で
は
カ
ブ
ス
、
ア
メ
フ

ト
の
ベ
ア
ー
ズ
な
ど
人
気
チ
ー
ム
が
あ
り
、
時
に
は

子
供
た
ち
と
観
戦
し
た
。
学
齢
に
な
っ
た
子
供
達
は

サ
ッ
カ
ー
や
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
な
ど
地
域
の
中
で

参
加
し
た
。
ま
た
、
シ
カ
ゴ
・
ジ
ャ
ズ
、
恐
竜
展
示

の
博
物
館
な
ど
文
化
的
な
要
素
も
揃
っ
て
い
た
。
ミ

シ
ガ
ン
湖
で
の
ト
ロ
ー
リ
ン
グ
で
巨
大
鱒
の
釣
果

な
ど
も
思
い
出
に
残
っ
て
い
る
。 

 

都
市
の
灯
と
月
が
湖
上
に
揺
れ
て
い
る 

 

朝
の
陽
を
散
ら
す
が
ま
ま
の
霧
氷
林 

 

標
本
の
胎
児
百
体
み
な
寒
か 

 ▼
五
大
湖
の
一
つ
で
あ
る
ミ
シ
ガ
ン
湖
畔
に
シ
カ

ゴ
は
位
置
す
る
。
対
岸
は
ミ
シ
ガ
ン
州
だ
が
、
水
平

線
の
遥
か
彼
方
で
見
え
な
い
。
夏
休
み
を
利
用
し
て
、

南
北
494
㎞
、
東
西
190
㎞
の
こ
の
湖
を
一
週
間
か
け

て
車
で
周
回
し
た
。
イ
リ
ノ
イ
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
、
ミ

シ
ガ
ン
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
の
各
州
を
走
り
、
途
中
、

ス
ペ
リ
オ
ル
湖
と
ヒ
ュ
ー
ロ
ン
湖
岸
も
通
過
し
た
。

こ
の
両
湖
と
の
水
位
差
は
５
ｍ
あ
っ
て
、
こ
こ
を
航

行
出
来
る
よ
う
に
、
パ
ナ
マ
方
式
の
ロ
ッ
ク
が
５
チ

ャ
ン
ネ
ル
建
設
さ
れ
て

い
る
。 

ヒ
ュ
ー
ロ
ン
湖
の
マ

キ
ノ
ー
島
は
独
立
戦
争

時
は
要
塞
だ
っ
た
が
、

今
は
避
暑
地
と
し
て
観

光
客
で
賑
わ
っ
て
い

る
。
車
は
禁
止
で
、
馬
車

と
自
転
車
の
無
公
害
の

島
と
な
っ
て
い
た
。 

ま
た
、
イ
ン
デ
ィ
ア

ナ
州
の
砂
丘
も
訪
ね
、
淡
水
湖
ま
で
広
が
る
砂
浜
に

足
を
踏
み
入
れ
る
事
が
出
来
た
。
汚
れ
の
無
い
砂
も

そ
し
て
、
そ
こ
を
抜
け
る
風
も
気
持
ち
が
良
い
。 

 

タ
ン
カ
ー
の
灼
い
た
巨
体
を
水
門
へ 

 

 

湖
畔
ゆ
く
ペ
ア
ー
自
転
車
虹
二
重 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

続
く 

シカゴ市街とミシガン湖 

マキノー島の交通 


